
 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

支援機器開発プログラム（イタリア・ラクイラ大学）

実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

図5 チームD

伊藤　和寿(機械・電気課程
機械・電気コース)、髙木　基
樹(生命科学課程医工学コー
ス)

図1 参加者集合写真
　今回のgPBLには，本学から6名，ラクイラ大学から8名が参加し，4Gr.体制で進められた．前半は伊藤が，後半は髙木先生が，それぞれラクイラ大学の担当虚運
ライト現地にて運営を担当した．
　初日に各Gr.の方向性決定後，二日目に福祉機器企業ITOP Srl.およびSan Rafaelle国立リハビリテーション研究所の見学を通し、問題発見を行うところからス
タートした．中間評価にあたる第一週目の金曜日には，背景およびゴール設定についての5分間のプレゼン後に，教員からの5分間の質疑応答が行われた．レ
ビューを担当した教員は5名およびラクイラ大学の博士課程学生2名で，かなり具体的な内容および新規性についての質問が多く寄せられた．第二週末の最終提
案では、機能、動作シミュレーションや制御アルゴリズムだけでなく、安全性性、価格設定までが要求されるため各参加者の多様な得意分野を活かした詳細設計
にも踏み込んだ検討が要求された。ちなみに最終審査は発表15分，質疑応答10分のため十分な準備が必要で，実際に厳しい質問も多く挙げられた．
　本年度は参加者の少なさもあってかチームワークが非常によく，学生同士で何を担当するか，何をサポートしあうかを良く理解できていた．また，最終発表では
同率2位が2チーム確認されるなど，全体の完成度も高い内容となった．
　なお，今回のラクイラ大学側の参加者の中には，この11月から半期交換留学予定の2名の学生，来年4月からダブルディグリープログラムで留学予定の2名学生
が含まれており，日本人の知り合いを作っておく絶好の機会となったことを添えておく．
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2026年09月13日
～2026年09月25日

イタリア
・機械工学専攻、システム理
工学専攻、国際理工学専攻
・修士1年生、修士2年生

（芝浦工業大学）
 教員2名
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